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地球と環境
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40数億年という長い時間の中で生成されてきた美しい地球と環境。今、
先進国は豊かさの中で、途上国は貧しさの中で、それぞれ環境破壊
が進んでいる。この映画は、地球規模の環境破壊も私たちの身近な
暮らしの中にその原因が潜んでいることを訴える。

人間は、高度な技術を発達させて、豊かな生活を求め続けてきた。
しかし今や、私たちの生活活動が地球規模で環境に大きな影響を与
えるようになってきた。
　熱帯地方の国々では、企業による大規模な森林の伐採や人口増加
による過剰な焼畑等で急速に熱帯林が失われている。この熱帯林の
破壊は、地球の温暖化の原因のひとつと考えられている。温暖化の
もうひとつの原因は、石炭・石油などを大量に消費することによる
二酸化炭素の増加である。これにより、気温が上昇し、さらには海
面の上昇も伴うと考えられていることから、世界の国々は、二酸化
炭素を厳しく規制しようと取り組んでいる。
　大気汚染は酸性雨という深刻な問題も引き起こしている。汚染さ
れた大気は、酸性雨となって降り注ぎ、土地を酸性化し、やがて森
林全体を破壊していく。またスプレーなどに広く使用されているフ
ロンガスで、地球のオゾン層を破壊され、地球に届く紫外線が増加
して、皮膚ガン等の障害につながると考えられている。
　海洋汚染もまた、大規模なものになってきている。ヨーロッパの
北海沿岸で、 2万頭以上のアザラシが打ち上げられ、その死体から
非常に濃度の高い PCBなどの化学物質が検出された。PCBは電気
製品の絶縁体として使われている物質である。
　これら地球環境の問題から、私たちは膨大な資源とエネルギーを
消費することで維持されている現代の生活を、もう一度見直してみ
なければならなくなっている。


